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じっと瞬きもせず、他の事には目もくれず愛おしそうに見つめてくる。
相手は今更ながら妻でもなく、子でもなく、なんと我が家の愛犬である。
疲れたとき、やりきれないとき何も言わずじっと見つめ「ぜんぶ分かってるよ」と言わ
んばかりに私を慰めてくれる。
今の世の中、なにが起きてもおかしくない。そんなご時世にふっと、やすらぎがほしく
なる。全国でも犬のみならず、ペットを飼っている人が増えているのも、そんな世の中に
癒しを求めているのかもしれない。

このたびの東日本大震災では多くの尊い命と、いまだ大変な思いをしている被災者の皆
様に心からお見舞いを申し上げます。
印刷業界も例外なく、製紙会社の痛手により一時用紙の供給が不安状態に陥りました。
また、インキ、資材等についても同様でしたが最悪の時期は脱したようです。
しかし、この北海道においても今後の課題として自然災害はもとよりエネルギーのこと
が、深刻な問題になると予測されます。たとえば電力不足による計画停電を実施したとき、
納期等のさまざまな問題が生じます。こういった時に、全道の組合の仲間や関連業者が知
恵を出し合い、地域間協力で乗り越えることができるかもしれません。景気低迷などによ
り組合員は減少の傾向にありますが、このような時こそ組合として一致団結していくこと
が大事なことではないでしょうか。

さて、いよいよオホーツク大会まで一ヵ月あまりとなりました。本大会をはじめ各事業
を準備中でありますが、あちらこちらから懇親パーティーに期待をよせる声が聞こえてき
ます。
オホーツクの食材はもとより、楽しい内容にしたいと思いますので、皆様ぜひご参加下
さい。８月５日�～７日�網走の地でお待ちしています。
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第第２２９９回回北北海海道道情情報報・・印印刷刷文文化化典典オホーツク大大会会

「「未未来来」」をを見見つつめめ、、「「いいまま」」をを刷刷るる～～心心ををつつななぐぐ未未来来のの印印刷刷

熱いまなざし
第２９回北海道情報・印刷文化典オホーツク大会懇親パーティー委員長 坂井 浩

株式会社坂井印刷代表取締役社長
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〔全体会議、北海道地区印刷協議会、「印
刷産業経営羅針盤事業」・「印刷産業Ｃ
ＳＲ事業」説明会〕
最初に、岡部康彦理事長が、参集の組合員な
らびに来賓に謝意を表し、「経営羅針盤、ソ
リューションプロバイダーへの進化、現代を生
き抜く経営戦略虎の巻など全印工連の委員長が
若返りいろいろなことを企画している。業態変
革の大変な時代に自分の企業がどう生き抜いて
いくかの何かの支援になればと思っている」と
あいさつを述べた。
次に来賓紹介が行われた後、「印刷産業経営

羅針盤事業」ならびに「印刷産業ＣＳＲ事業」
についての説明会が行われた。
先ず、「印刷産業経営羅針盤事業」について、

岸昌洋全日本印刷工業組合連合会経営革新・
マーケティング委員会副委員長から「印刷産業
経営羅針盤事業～しあわせな企業経営を目指し
て～」をテーマに説明が行われた。
岸副委員長は、「印刷産業経営羅針盤事業」

は経常利益率プラス５％以上を目指す事業であ
るとし、印刷業界の現状、価格破壊の状況、実
質の経常利益率はゼロであること、統計から１０
年前を比較して成果がないことなどを説明し、
印刷産業羅針盤テキストの内容、使い方、研修
会、経営ドックなど事業の進め方を説明した。
その上で是非テキストを購入し勉強してほしい
とし、「このようなことを行うと、必ずそんな
ことできたら苦労しないと言われるが、できて
いないから苦労している。できていたら苦労す
る必要はない」と結んだ。
次に、「印刷産業ＣＳＲ事業について、江森

克治全国青年印刷人協議会議長から「ボラン

ティア？いいえ、経営戦略です。～社会と共に
生きる未来志向の経営戦略『ＣＳＲ』の真実～」
をテーマに説明が行われた。
江森議長は、最初にＣＳＲは社会貢献にイ

コールではなく一部であり経営戦略であると
し、企業の社会的責任であると説いた。企業の
社会的責任は良い仕事をして、お客様に喜んで
もらい利益を上げ、納税し、企業を維持してい
くことであるとした。また、最近は大手企業に
よるＣＳＲ監査が増えていることから、印刷産
業版ＣＳＲ認定制度の創設を目指していること
が説明された。
つづいて、生井義三全日本印刷工業組合連合

会専務理事から、全印工連の事業概況として、
平成２３年度事業計画、全印工連フォーラム、Ｍ＆
Ａアンケート調査、官公需アンケート調査結果、
第６回ＭＵＤコンペティション、資材動向、東
日本大震災の対応等について説明が行われた。
〔委員会・グループディスカッション〕
組織・共済事業委員会、経営革新・マーケティ

ング事業委員会、教育・労務・環境事業委員会、
青年部事業委員会に分かれ、委員会実施事業に
ついての説明と、意見交換が行われた後、委員
会をグループとして、「印刷業ができる社会貢
献（ＣＳＲ）について考える」をテーマにグルー
プディスカッションが行われた。
〔総括会議〕
各委員会討議、グループディスカッションの

内容について発表が行われた。
組織・共済事業委員会

発表者 本田公一氏（十勝支部）
ＣＳＲの中身について話をしたのは初めてで

ある。我々の認識しているＣＳＲは狭義のＣＳ

しあわせな会社経営を目指して
経常利益率５％以上アップ

平成２３年度全道委員長会議、同上期北海道地区印刷協議会が、６月１７日
午後１時から札幌市中央区のきょうさいサロンで生井義三全日本印刷工業
組合連合会専務理事、江森克治全国青年印刷人協議会議長を来賓に迎え、
全道から支部長と委員３０余人が出席して開催された。
また、全体会議の中で、「印刷産業経営羅針盤事業」ならびに「印刷産

業ＣＳＲ事業」説明会が行われ、委員会出席者と組合員５０余人が聴講した。
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Ｒである。テキストをもらい深い内容に触れる
ことができたのは刺激になった。環境問題から
ＣＳＲを考えるとゴミの減量、植物油インキの
使用、法令順守などがある。ゴミの減量、植物
油インキの使用は既に行っているが組合から官
公庁等に対するアピールが足りないのではない
か。セキュリティに関し、Ｐマークはあるが、
ＩＳＯを含めてかなりレベルが高く、時間面、
人材面、経済面でなかなか追い着かない。もう
少しレベルを下げた地域に沿ったレベルの認定
はないかを組合として考えてほしい。

教育・労務・環境事業委員会
発表者 藤澤利光氏（オホーツク支部）

人材育成研修会としてアドビＣＳ５の勉強会
を開催する。グリーン基準適合用紙の対応を考
えていく。
社会貢献がビジネスに繋がっていく。全国す

べての人が印刷業者になったようなこともある
が、そのなかで本来の印刷業者として何ができ
るか。プロとしての考えは自信と誇り、仕事を
する楽しみのかなからＣＳＲがでてくるのでは
ないか。印刷業者としての枠を超えてものごと
を考えていく。印刷産業は装置産業であるとい
われるが、もはや装置産業ではない。装置産業
という考え方を脱皮しなくてはならない。
広告業者が垣根を越えて印刷業者の領域に

入ってきている。業界として既に垣根がなく
なってきているところもある。印刷業というこ
とだけで物事を考えただけでは難しい。

経営革新・マーケティング事業委員長
発表者 岸 昌洋委員長

ＣＳＲはテキストをじっくり読んでもらう。
旭川支部はゴミを減らす取り組みをしている。
臭気、騒音、振動等の環境配慮は普段当たり前
のように取り組んでいることがＣＳＲである。
経営羅針盤の冊子を買ってほしい。セミナー

は１０～１１月に札幌で開催することになると思う
ので参加してほしい。その内容を鑑みながら経
営ドックを受けてほしい。
北海道で電子書籍を研究するような勉強会を

行う協議会を立ち上げたい。北印工組だけで何
かをするのではなく電子書籍に関わる他団体も
加え産業側になって、学生を交えて、官公庁を交
えて産学官のクラスター事業として取り組みた
い。電子書籍は今どうなっていて、今後どうな

るかのマーケティング予測、どう作るのかなど
を産学官で研究していきたい。ハードウェアベ
ンダー、ソフトウエアベンダーの協力を得て進
めて行く。官は北海道経済産業局、北海道総合通
信局などと一緒に電子書籍を考えていきたい。

青年部事業委員会
発表者 大和繁樹委員長

９月３日にアクセスサッポロで北海道青年印
刷人フォーラム、全青協北海道ブロック協議会
を開催する。
ＣＳＲは自社からみてのお客様、協力会社、

従業員というステークホルダーに対して、会社
は永続的に存在し、利益を出し、納税をしてい
くことが一番の社会貢献につながる。

各委員会の意見発表に対して、岡部理事長、生
井全印工連専務理事から感想所見が述べられた。

岡部理事長
ＣＳＲという言葉を初めて聞いた人もいると

思う。私も話を聞いたり本を読んだか難しく、
分かり難いような気がしていた、今日説明を聞
いたら社会貢献が経営戦略に結び付いて将来は
自社の売上げにも少しは関与することができる
と思った。
ＣＳＲの資格を作るには時間も掛かると思う。

ＩＳＯの時は取らないと官公庁の入札に入れな
いということであったが何年経ってもそういうこ
とはなかった。その維持に費用が掛かる。Ｐマー
クは事業形態によっては役立っている。ＣＳＲ
は新しい言葉であるのでこれから煮詰まってい
くと思う。旭川支部のゴミ減量や植物油インキ
については分かるがその他にどんなことができ
るかを難しいが検討していかなければならない。
研修会等を開催するので組合を上手に使って

いただきたい。
生井全印工連専務理事
ゴミの減量、植物油インキなど普段意識しな

くても行っていることがＣＳＲに繋がっている。
印刷業界として外向けに発信することが不得手
であるという指摘もある。全印工連は昨年から
広報専門委員会を立ち上げ外向けの情報をどう
やって上手く発信していくかを検討している。
経営羅針盤は各社の経常利益５％アップを目

指すための指南書であるので、購入いただき何
度も読んでほしい。
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経常利益率プラス５
％を目指す
「印刷産業経営羅針盤」
という本は、しあわせな
会社経営のために売上高
経常利益率プラス５％以
上を目標にするという内
容になっている。前回の
上期地区協であったと思

うが、まだパッケージはできていなかったが経
営革新・マーケティング委員会で経常利益率５
％以上を目指すものを作ると言ったことの成果
物である。今日はこの本の紹介、本を読んだだ
けではどうにもならないのでセミナーを開催す
ることになっているのでその説明をする。

印刷産業の現状
本の中身に入る前に今年の新年交礼会の時に
も説明したし、旭川でも説明した資料をもう一
度復習をするという意味でもう一度見てもらえ
れば思っている。印刷産業は日本経済の発展に
比例して成長してきた。情報の流通を担ってい
た。１９９１年には市場規模が８．９兆円あった。事
業所数は４３，０００社、従業者数は４８万人を超えて

いた。バブル経済の崩壊で一度落ち込むが９７年
には８．８兆円まで回復している。それ以降だん
だん右肩下がりで落ちていくが２００８年時点で印
刷市場規模は出荷額が６．９兆円、事業所数が３
万社、従業者数は３５万人という形になっている。
これに起因するのは少子高齢化、経済の成熟化、
メディアの多様化である。１９９８年頃からイン
ターネット、モバイルといっているが携帯電話
が普及して印刷物を使わなくなって落ち込んで
いったのが現状である。

価格破壊
印刷出荷額、一般インキ、印刷用紙は比例し

て伸びていたが１９９８年頃から反比例し出した。
出荷額が落ちていった。これはダンピングのた
めである。価格競争をしている、もっというと
価格破壊をしている。当然、売上高は減少する。

経常利益実質ゼロ
JAGATの印刷業観測アンケートであるが

２００９年は極端に落ち込んでいる。２００８年、２００９
年と２年連続して落ち込んでいる。２００９年は過
去最高の落ち込みである。そうなると経常利益
は反比例するわけがないので経常利益もどんど
ん下がっている。これは全印工連経営動向実態

「経常利益プラス５％以上を目指して」
印刷産業経営羅針盤事業説明会が、６月１７日午後１時から札幌市中央区

のきょうさいサロンで、全日本印刷工業組合連合会経営革新・マーケティ
ング委員会副委員長の岸 昌洋氏（株式会社正文舎代表取締役社長）が講
師を務め、「印刷業経営羅針盤事業～しあわせな企業経営を目指して～」
をテーマに、５０余人が参加して開催された。
説明会の概要を紹介します。（文責：編集部）
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調査からである。いろいろなアンケートが組合
から来るが、非常に回答率が悪い。１０％もない
ような回答率である。その回答から導き出して
いる数字なので信憑性がどうかということはあ
るが、回答していない企業も勘案するともっと
落ちていると予測される。２００９年は経常利益率
が２．１％であるが、アンケートの未回答のとこ
ろを勘案すると実質ゼロと銀行の人達はそのよ
うに見ている。昨年の上期地区協でも話をした
が政策金融公庫の融資担当は建築土木と同じよ
うな分類で印刷業をカテゴライズしている。不
況業種なのでお金を貸しづらい。回答数が少な
いが金融機関がそういう見方をしているという
ことは良くてゼロ、悪くてマイナス、赤字であ
る。

１０年間の努力が報われない
暗い話ばかりしているが、こういう環境の変
化によって、全印工連は４７都道府県の我々を含
んでいるが、どんどん組合員の数が減少してい
く、各社の売上げ、経常利益が減少傾向になっ
ていく。全印工連４７都道府県全体の組合員数は
今年の３月時点で５，８９３社である。１０年前は９，１
１６社あったので３５％減少している。売上高は全
国平均なので東京、名古屋、大阪が入っている
が１１．５億円、１０年前に比べると５％減っている。
５％というと大した金額でなく消費税くらいと
捉えがちであるが、１０年間潰れないように努力
して、設備投資や外注を内製化したりして一生
懸命頑張っていたのに１０年前よりも低くなって
いる。経常利益は今年３月時点で１．９％である。

印刷業は地場産業
宮城県工組の石巻支部に１０社の組合員があっ

た。今回の震災によって１０社のうち半数の５社
が印刷会社を閉める、３社はやれるかどうかは

別として何とかやりたいと意志表示をしてい
る、２社は悩んでいる。自分達ではどうにもな
らないし、２重ローンを抱えることになる。そ
れ対してメーカーは応援してくれるかもしれな
いが銀行が応援してくれるかどうかはやってみ
ないと分からないというよりも、やってみてど
うなるのかという状態だと思う。震災から３ヵ
月経って、復活したいという３社は石巻の復興
の目途が立っていないので仕事がないため社員
の雇用が維持できないので解雇する。これは印
刷業界に限ったことではない。何が言いたいか
というと石巻支部でこういう状態でどう声を掛
けて良いか分からない状態であるが、その人達
が言うには自分の街も復興できない。それは誰
のせいというレベルの話しでなく、したがって
仕事がない。印刷業は地場産業である。東京に
仕事をもらいに行くということもあるが、地場
産業であるのでその地域が復興しなければなら
ない。その面では我々はまだ恵まれている。地
域の情報の担い手である。携帯電話が普及した
とかインターネットがライフラインになったと
かといわれるが、私達は印刷である。そこで情
報をどう加工して紙にどう表現するのかに長け
ているのでそこで利益が生み出せる。

印刷業経営羅針盤
売上経常利益率をプラス５％以上を目指すと

いうことでは、先ず、知る（自己分析）という
ことである。社長であれば自分を鑑みる。自己
は自社とも見れる。自分の会社を自分で客観的
に見られないのであれば他の人に客観的に見て
もらって、今どういう状態なのか、現状認識を
する。利益計画検討表の作成をする。折角、現
状分析をして計画表を作って、行動を起こした
時に安売りをしていたら何もならない。作った
ものと行動が見合ったものになっていない状態
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であるので、それらをきちんとやっていく。

問診表と症例
本を購入いただいて、目次の次の１頁目が問
診表になっている。最初から難しい内容になっ
ていると多分読み飛ばしてしまうか読む気にも
ならないかもしれないので最初は問診表になっ
ている。ＹＥＳかＮＯで答えるだけである。こ
れは時々によって変わってくると思う。今の状
態なのか、これをやってみて最悪だから何とか
しようと１年間かけたり、２年間かけたりした
後にもう一度これをやってみるとか、いろいろ
な局面でこれを使えるような質問シートになっ
ている。ＹＥＳの数の分類になってくるが、そ
れらによって自分の会社はいまどのような状態
になっているのか。例えば物凄く怪我をしてい
てもう病院に行かないと出血多量で死んでしま
うのか、痛いが血が出ていないので大丈夫とい
う状態とかがＹＥＳの数によって導かれていく
形になっている。

利益計画検討表
利益計画検討表は月次の試算表が作られてい
れば目新しい勘定科目や新しいことをやってい
るわけでないので、表に落としこむ作業はそん
なに大変ではない。規模単位によって１億円の
会社、５億円の会社、１０億円の会社でたくさん
のケースが出てくると思う。どの位の金額、利
益を目標にするかは身の丈にあったといったら
可笑しいが、背伸びをしても届かないような目
標を作ってもしょうがないので背伸びをしてが
ちっと掴めるくらいの数値を計画する。

それぞれの経営パターン
先ほど売上高の話をしたが、例えば設備をた
くさん持っていて仕事をしている会社と設備を
全く持っていないという会社とではコスト構造
が変わってくる。いろいろなシチュエーション
があると思うので、自社には関係ないというパ
ターンができるだけないようにこの本は作って
いる。自社設備の持っている場合と持っていな
い場合、仕事でもモノクロはできるがカラーで
きないので外注に出すとか、オフセットはでき
るがオンマンドはできないので外注に出すとか
いろいろなシチュエーションが考えられる。設
備を持っているパターンだとハイリスクハイリ
ターンの構造になっている。外注型は逆にロー

リスクローリターンの形になる。このような勉
強をこの本を通してやっていただくことにな
る。

しあわせな会社経営
皆さんにお願いであるが、まずは「印刷産業

経営羅針盤」を買ってほしい。セミナーを１０～
１１月頃に開催する。羅針盤を読んで実践してい
ただいてセミナーを受けていただいて、次に経
営ドックを行う。これは今年度中に行う予定で
ある。セミナーはタナベ経営に委託して行う。
タナベ経営のなかで印刷業に特化をしている人
が講師となる。現状認識、課題、どういう問題
解決をするのかという流れになっている。２時
間で行う。使用するテキストは経営羅針盤の冊
子である。２時間話を聞いただけで経常利益は
５％でなくても１％でも増えるかというと決し
てそうではないかもしれない。セミナーを受け
ていただいて、今度は経営ドックを受けていた
だく。内容はセミナーと同じような流れで行う。
経営ドックは丸１日かけて行う。行う前に宿題
として自分の会社の決算書をシートに書き写し
て事前にタナベ経営に提出する。勿論守秘義務
を守って行う。それをタナベ経営は予習をする。
１０時から１９時まで目一杯やる。１週間合宿する
くらいの内容であるが、そうするとコストもか
かるし、参加者も減るので１日行うことにした。
４期分の決算書を当日持参する。各社の問題は
皆の前でなく個別に相談する。セミナーは組合
の予算の中で行う。本はテキストになるので必
ず買ってもらう。経営ドックは組合負担ではで
きないので、１社あたり何万円かの負担をいた
だいて行う。１社あたりの金額はまだ算定して
いないが１社２人まで８社限定で行う。この経
営羅針盤は最後まで皆さんで一緒に勉強しよう
ということである。利益を出してしあわせな会
社経営を行う。利益を出さないと何も出来ない
ので先ずはそこを目指そうという内容なってい
る。社長さんだけ悩んでいても何も出来ないの
で社員を巻き込んでやってほしい。

結論
このようなことをやると、必ずそんなことで

きたら苦労しないといわれるが、出来ていない
から苦労しているというのが結論である。出来
ていれば苦労する必要がない。
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永専寺山門
もともとは網走

監獄の正門として
明治４５年に建設さ
れ、永専寺初代住
職寺永法専師が永
年にわたり、監獄
の教戒師として免囚保護に尽くしたことにより
譲渡されたものです。大正年間に当時の受刑者
の手で網走川をいかだで運ばれました。

天然記念物 ポンモイ柱状節理
ポンモイ海岸の

岸崖にある安山岩
の柱状節理は、オ
ホーツク海と調和
して美しい海岸景
観を呈していま
す。崖面に露頭する多角形断面は、その形状種
類が多く、岩漿運動の複雑な様相を調べるうえ
でも、地質学上貴重な価値があります。

網走神社絵馬
網走地方の漁業

場所請負人であっ
た又十藤野の手船
の船頭が安全祈願
として網走神社に
奉納した絵馬１３
点。オホーツク海沿岸の開拓初期の資料として
大変貴重なものです。

第２９回北海道情報・印刷文化典オホーツク大会

第２９回北海道情報・印刷文化典オホーツク大会が８月５日から７日まで
網走市で開催されます。
網走市の史跡・文化財をご紹介します。（第２回）
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